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背景
➢ GAP(Good Agricultural Practices)の推進

労働安全、食品安全、環境保全等の必要性
➢ 事故防止と作業効率化の両立が大きな課題

合理的なリスクマネジメントの実践が不可欠
→そのための継続的な改善活動を可能にする

「農業現場リスクアセスメントシステム」

開発のポイント
➢ 他産業におけるリスクマネジメント手法を応用

労働安全衛生管理、食品安全・品質管理等
➢ リスクを評価して改善するリスクアセスメント

リスク ＝事故による経営的な損失の度合い
改善策＝事故防止のためのリスク低減措置

➢ 農業現場リスクアセスメントシステムの開発
リスク評価表と改善策データベースの統合

利用による効果
➢ 継続的で効果的な改善活動による事故削減。
➢ ムリ、ムラ、ムダを省き、現場の作業を効率化。

→労働安全、食品安全、環境保全等に貢献

農業におけるリスクアセスメントの
手順(PDCA)と利用可能なツール

本研究やシステムに関するお問い合わせは、
担当者・菅原幸治（農研機構農業技術革新工学研究センター）までお願いします。

TEL: 029-838-8973 E-mail: sugak@naro.affrc.go.jp

システムのExcelアプリの画面例（農薬使用に関して）
ハザード毎に重篤度と発生可能性から、リスク（優先度）を算出。
「改善策」を選択（採択）すると、リスク低減の効果を推定できる。
データは「農作業現場改善チェックリストと解説」（生研機構 2000）より引用

リスク評価表と改善策データベースを統合して、
リスクの見積りと改善策の検討が同時に可能な
「農業現場リスクアセスメントシステム」を開発

改善活動でのシステム運用手順

①関係者の合意形成、改善チームの編成
↓

②経営方針や、農作物の品質目標の確認
↓

③圃場、設備、機械、資材等、生産工程の確認
↓

④工程図、作業マニュアル、各種帳票の作成
↓

⑤生産工程特性要因図によるハザードの特定
↓

⑥リスク評価表を用いたリスクの見積り
↓

⑦改善策データベースを用いた改善策の検討
↓

⑧重要管理点(CCP)、管理基準(CL)の設定
↓

⑨作業マニュアル、帳票、チェックシートの更新
現場モニタリングの対象や方法の設定

↓

⑩記録の作成、保存、確認（改善策の実施）

⑤～⑩の手順の繰り返し＝PDCAサイクル


